
City Event Topics６月

14
［土］

学校食育フェアを開催

１
［日］

第十浄水場施設見学会
を開催

　第十浄水場で施設見学会を開
催。約620人の来場者は、見学ツ
アーや実験を通して、普段は見る
ことのできない水をきれいにする
仕組みを見学しました。

　ふれあい健康館で学校食育フェ
アを開催。子どもたちは食育劇や
食育教室、スタンプラリー、クイ
ズなどを通して、「食」について
楽しく学びました。

７
［土］

エコecoシールラリー
を開催

　とくしま動物園で環境イベント
を開催。参加者は園内に設置さ
れた環境に関するパネルを回り、
シールを集めながら環境について
の知識を深めました。

12
［木］

危険物流出・火災消
防訓練を実施

　東亞合成株式会社 徳島工場で、
危険物流出・火災消防訓練を実施。
関係機関相互の協力体制の強化や
危険物に対する保安意識の高揚を
図りました。

　８月２日㈯愛媛FC戦は「徳島県民
デー」、８月30日㈯ブラウブリッツ秋
田戦は「徳島市民デー」としてホーム
ゲームが開催されます。それぞれ対象
となる小中高生は無料招待、大人は優
待料金で観戦できます。
　ぜひこの機会に、毎試合熱き戦いを
繰り広げている選手・スタッフ・チームをスタジアムで応援しましょう。
◆徳島県民デー（愛媛FC戦）

［とき］８月２日㈯19：00キックオフ
［対象］県内在住・在学の小中高生、県内在住の大人
［席種］▶小中高生招待：北ホーム自由席、南ホーム自由席＝無料　▶大人
優待：北ホーム自由席、南ホーム自由席＝1,500円、メインＡ自由席、バッ
クＡ自由席＝2,000円

［上限枚数］北ホーム自由席、南ホーム自由席：完売次第終了
［購入可能枚数］１人あたり２枚まで※同伴者も県内在住・在学の人。
◆徳島市民デー（ブラウブリッツ秋田戦）

［とき］８月30日㈯19：00キックオフ

［対象］市内在住・在学の小中高生、市内在住の大人
［席種］▶小中高生招待：北ホーム自由席、南ホーム自由席＝無料　▶大人
優待：北ホーム自由席、南ホーム自由席＝1,000円

［購入可能枚数］１人あたり２枚まで※小中高生（無料）についても購入手続
きが必要。

◇　◇　◇　◇　◇
［場所］鳴門・大塚スポーツパーク　ポカリスエットスタジアム
［チケット販売期間］試合当日キックオフ時刻まで
［チケット購入方法］それぞれ右の二次元コードか
らご購入ください。（購入にはＪリーグＩＤが必要）
※スタジアムのチケット売り場での本チケットの
販売はありません。
■徳島ヴォルティスホームゲーム
　８月の上記以外の徳島ヴォルティ
スのホームゲームは右表のとおりです。

　詳しくは、徳島ヴォルティス公式ホームページをご確認くだ
さい。

［問い合わせ先］文化スポーツ振興課（(621－5318　 624－1281）

徳島ヴォルティスを応援しよう!!徳島ヴォルティスを応援しよう!!～徳島県民デー・市民デーを開催～～徳島県民デー・市民デーを開催～

▲県民デー ▲市民デー

開催日 キックオフ 対戦チーム
８月23日㈯ 19：00 モンテディ

オ山形

ふらっと徳島　歴史と文化財めぐりふらっと徳島　歴史と文化財めぐり
第22回助任助任－江戸初期の参勤交代の道－－江戸初期の参勤交代の道－

　助任は、富田や津田、寺島と並
んで古い地名です。鎌倉時代の初
めに名東郡に成立していた国衙

（こくが）領に「南助任保」があり、
800年以上前から存在していたこ
とになります。ただし南助任保の
範囲は広く、城下町が収まってし
まうほどでした。
　天正14（1586）年に徳島城が築かれ、その周囲に城下町が開かれる
と、助任の地に、武家地と町人地が置かれました。助任本町の通りを
境に、東側が町人地、西側が武家地となりました。
　武家地の居住者は、享保17（1732）年の「御
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」によると、隣の前川と合わせた数ですが124人で、富田に次ぐ多
さでした。住民は、上級藩士から扶持米を支給された無
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までと広
範です。屋敷の広さは平均633坪で、城下平均より100坪ほど上回る
大きさ。武家地助任には、大きな屋敷が集中していました。
　町人が住んだ助任町は江戸時代の初めからあり、貞享２（1685）年
の「市
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」では、家数は105軒。初めは、殿様が食
べる野菜や魚はすぐに入手できるよう、商店は城近くの内町に設けら
れましたが、17世紀後半には、助任町にも同じ商売が許され、その
重要度が増しました。
　吉野川の土手から助任本町を南に向かって行くと城山が真っ直ぐに
見えます。江戸時代の初め、参勤交代で大坂に向かう時には、城を出
て助任本町を北に進み、吉野川から出航しました。助任本町の直線道
は参勤交代のシンボルロードだったのです。
　助任本町を南に向かって進むと城山が眼前に見えますが、東に迂回
して助任橋を渡らないと徳島城には到達しません。それは、すぐに攻
め込むことができないようにした、城を守るための備えだったのです。
　徳島城の守りに思いを巡らせながら歩くと発見があるかもしれません。

［問い合わせ先］徳島城博物館（(656－2525　 656－2466）

▲吉野川の土手から見た助任本町
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